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本マニュアルは、今後、新型コロナウイルス感染症の状況や新たに得られた知見等
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【はじめに】 

 

新型コロナウイルス感染症の現下の状況を踏まえ、災害が発生し避難所を開設する

場合には、感染症対策に万全を期すことが重要となっています。 

新型コロナウイルスは、一般的には飛沫感染、接触感染で感染します。閉鎖した空

間で、近距離で多くの人と会話するなどの環境では、咳やくしゃみなどの症状がなく

ても感染を拡大させるリスクがあるとされています。 

「飛沫感染」とは： 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルス

が放出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染することを言い

ます。 

 「接触感染」とは： 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物

に触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その

手で口や鼻を触ることにより粘膜から感染することを言います。WHOは、新型コロ

ナウイルスは、プラスチックの表面では最大 72時間、ボール紙では最大 24時間生

存するなどとしています。 

避難所における感染の危険性を下げるためには、「３つの密（密閉、密集、密接）」

を避ける事前準備としての避難所開設前と避難所開設、避難所運営時の対応を正しく

行う必要があります。 

本マニュアルは、避難所運営者向けに、避難所開設前、避難所開設時、避難所運営

時の３つの段階に分けて、必要となる対策をまとめたものです。感染症対策の基本を

実施するとともに、本マニュアルを積極的に活用し、危険性を下げる取り組みを行っ

てください。 

 

 

 

 

 

【感染症対策の基本の実践】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所運営で行う 

3密の回避 

 

 ・密集回避（人数の把握） 

 ・密接回避（レイアウトの工夫） 

 ・密閉回避（換気） 

避難所の全員が実践する 

感染防止の３つの基本 

 

   ・身体的距離の確保 

   ・マスクの着用 

   ・手洗い 
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【Ⅰ 基本的事項】 

 

既に医療機関で陽性と診断されている人は、軽症者等であっても原則として一般の

避難者と同一の避難所に滞在することは適当ではありません。また、陽性者の濃厚接

触者等や発熱・咳等の症状がある人は、新型コロナウイルス感染症を発症しているわ

けではないことから、基本的には一般の避難者と同じ避難所で受入れを行いますが、

発症のリスクを考慮し、一般の避難者の滞在場所とはスペースを分けて対応しましょ

う。   

感染の疑いある避難者を排除するのではなく、感染対策を行った上の対応が必要で

あることに留意しましょう。 

 

※何らかの理由で自宅療養中の陽性者が避難を必要とした場合は、保健所が連絡を取

り必要な対応を行うため、避難所への避難は想定していません。万が一陽性者が避難

所に来た場合は保健所対応となる為、速やかに市役所又は、保健所に連絡をし、対応

の指示を受けましょう。 

 

【Ⅱ 避難所開設前】  

 

避難所では、衛生状態の悪化や長期化する避難生活でのストレスなどによる避難者

の体力・抵抗力の低下が考えられます。そのため避難所は、感染症が発生しやすい状

況にあり、集団で生活をしていることから発生した感染症が拡がりやすい環境にある

ため、感染拡大防止に万全を期すことが重要なことから、通常の避難所開設準備に加

え、感染対策に必要な準備をしましょう。 

 

１ 必要な物資の準備 

（１）感染症対策のため避難者自らが持参することが望ましい物の例 

・マスク（無い場合はタオル等）、アルコール消毒液（無い場合はウエットティッシュ

等）、体温計、上履き（スリッパ等） 

 

（２）避難所に備える物 

・使い捨てマスク、非接触体温計、ハンドソープ、ペーパータオル、消毒薬、使い捨

て手袋、ビニールエプロン、嘔吐処理用具、段ボールベッド 

 

２ 避難所運営訓練の実施 

（１）レイアウト作成・確認（避難者間の距離確保、間仕切り設置場所等） 

（２）必要な連絡先（非常時にアドバイスや協力をもらえる周りの医療機関、各保健

所、市町対策本部等）の確認 
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【Ⅲ 避難所開設時】 

 

避難所開設当初における応急対応を以下の通り実施しましょう。 

 

１ 避難所内の設営（レイアウト） 

（１）事前に準備できない場合は、別添のレイアウト図を参考に設営 

・避難所の入り口に検温・問診のポイント設置 

・感染の疑いがある者、濃厚接触者に備え、専用スペースの準備 

・消毒液、配布用マスクの配置、間仕切り等設置 

・居住スペースの区画（養生テープ貼り付け、間仕切り等設置） 

 

２ 避難者の受入 

（１）検温・問診 

・避難者全員に検温・問診を実施 

・問診結果に基づき、隔離等の対応実施 

（２）避難者情報の管理 

・感染者が発生した場合に備え、個人情報に配慮しながら避難者の情報を管理 

・検温・問診時に避難者の氏名、年齢、性別、連絡先を記録 

・感染の追跡調査に備え、一定期間（２週間）保管し、求めがあれば各保健所に情報

提供 

 

【Ⅳ 避難所運営時】  

 

新たな感染者の発生に備え、避難者の健康管理、施設の衛生管理を徹底しましょう。 

 

１ 避難者等の健康管理  

（１）避難者及び運営スタッフの健康状態の確認 

・避難者の健康状態（発熱、咳、発疹、傷、嘔吐、下痢など）を避難所への到着時に

確認するとともに、避難生活開始後も、定期的に確認する必要があります。 

・保健師による巡回のほか、避難者一人ひとりによる健康チェックが重要です。 

・運営スタッフは、事前に各自の健康状態（発熱、咳、発疹、嘔吐、下痢など）を確

認し、症状がある場合は避難所運営組織に速やかに報告するとともに、症状が改善す

るまで健康状態に問題のないスタッフと交代するなどの対応が必要です。 

 

２ 避難所の衛生管理  

（１）手洗い、咳エチケット等の基本的な対策の徹底 

・避難者や運営スタッフは、頻繁に手洗いや咳エチケット等の基本的な感染症対策を

徹底します。 

 

（２）避難所の衛生環境の確保 

・物品等は、定期的に、また目に見える汚れがあるときは、家庭用洗剤を用いて清掃

するなど、衛生環境を保ちます。 

・トイレは定期的に清掃と消毒を行います。清掃する際は、マスクと使い捨て手袋、

エプロンを用意し、次亜塩素酸ナトリウム（家庭用塩素系漂白剤など）を用いて、便
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器周りを中心に清掃します。 

・消毒薬は、感染源に対し、効果が裏付けされているものを使用することが重要です。

（例：アルコールはインフルエンザやコロナウイルスに有効ですが、ノロウイルスに

は効果がありません。） 

・避難所は土足厳禁にします。 

 

（３）十分な換気の実施、スペースの確保等 

・避難所内は、定期的に十分な換気を行います。 

・避難者が十分なスペースを確保できるよう留意し、人との間隔は、できるだけ２ｍ

（最低 1m）空けることが望ましく、カーテンや段ボール等によるパーティションも

有効です。 

 

３ 発症時等の対応  

（１） 避難者が感染症を発症又はその疑いがある場合 

・感染症を発症した場合等の対応については、患者の隔離や病院への搬送など保健福

祉部局と十分に連携の上で、適切な対応を事前に検討する必要があります。 

 

（２）発熱、咳等の症状が出た者のための専用のスペースの確保 

・発熱、咳等の症状が出た者が発生した場合は、専用のスペースを確保することが必

要です。その際、スペースは可能な限り個室にするとともに、専用のトイレと手洗い

場を確保します。 

・発熱や咳等のある人々を同室にすることは、望ましくありません。やむを得ず同室

にする場合は、パーティションで区切るなどの工夫をすることが必要です。 

・症状が出た者の専用のスペース、トイレや手洗い場は、一般の避難者とはゾーン、

動線を分けます。 

なお、すぐに対応ができない場合は、取っ手やノブなどの共用部分の消毒を徹底する

必要があります。 
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新型コロナウイルス感染症対応時の避難所レイアウト（例）<避難受付時> 
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新型コロナウイルス感染症対応時の避難所レイアウト（例）<避難受付以降時> 
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健康な人の避難所滞在スペースのレイアウト（例） 
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健康な人の避難所滞在スペースのレイアウト（例） 
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発熱・咳等のある人や濃厚接触者専用室のレイアウト（例） 
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咳エチケットで感染症予防 
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衛生的な手洗い手順 
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流水で手洗いできない場合のアルコール手指消毒について 
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避難所内のトイレの衛生管理 
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皆様へのお願い～感染症予防のために～ 
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避難所掲示用「報告するべき症状」ポスター 

 

 

次の症状がある場合は 

すぐにスタッフにお知らせください 

 

1. 熱がある、または熱っぽい 

2. かぜ症状（咳、鼻汁、咽頭痛など）がある 

3. インフルエンザ症状（全身がだるい、寒気、頭痛、関

節痛・筋肉痛など）がある 

4. 咳があり、血がまざった痰がでる 

5. からだにぶつぶつ（発疹）が出ている 

6. からだにぶつぶつ（発疹）が出ていて、かゆみや痛み

がある 

7. 唇や口の周りにぶつぶつ（発疹）が出ていて、痛みが

ある 

8. 首がかたい感じがしたり、痛かったりする 

9. 下痢便（水のような便、柔らかい便、形のない 

便、噴出すような便など）が出た 

10. 吐いた、または吐き気がする 

11. おなかが痛く、便に血がまざっている 

12. 目が赤く、目やにが出ている 

13. 創などがあり、膿がでたり、赤かったり、腫れてい

たり、痛かったりする 
 

 

 

 

 
避難所における感染対策マニュアル 2011 年３月 24 日版 

一般社団法人日本環境感染学会ホームページより 
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受付時 健康状態チェックリスト 
 

●太枠の中の項目についてご記入ください。 
受付日：令和   年   月   日 

避難所名 
 

氏名 年齢 

   

 

 チェック項目 

1 
あなたは新型コロナウイルスの感染が確認されている人の濃厚接触者で、現

在、健康観察中ですか？ 
はい・いいえ 

2 普段より熱っぽく感じますか？ はい・いいえ 

3 呼吸の息苦しさ、胸の痛みはありますか・ はい・いいえ 

4 においや味を感じないですか？ はい・いいえ 

5 せきやたん、のどの痛みはありますか？ はい・いいえ 

6 全身がだるいなどの症状はありますか？ はい・いいえ 

7 吐き気がありますか？ はい・いいえ 

8 下痢がありますか？ はい・いいえ 

9 からだにぶつぶつ（発疹）が出ていますか？ はい・いいえ 

10 目が赤く、目やにが多くないですか・ はい・いいえ 

11 現在、医療機関に通院をしていますか？（症状：      ） はい・いいえ 

12 現在、服薬をしていますか？（薬名：           ） はい・いいえ 

13 

そのほか気になる症状はありますか？ はい・いいえ 

※「はい」の場合、具体的にご記入ください 

14 避難所での行動に際し、介護や介助が必要ですか？ はい・いいえ 

15 

避難所での行動に際し、配慮を要する障がいがありますか？ はい・いいえ 

※「はい」の場合、障がいの内容をご記入ください 

16 乳幼児と一緒ですか？（妊娠中も含む） はい・いいえ 

17 

呼吸器疾患、高血圧、糖尿病、その他の基礎疾患はありますか？ はい・いいえ 

※「はい」の場合、具体的にご記入ください 

18 てんかんはありますか？ はい・いいえ 

 

（以下は、受付担当者が記入します） 

 

体 温 ℃  受付者名  

滞在スペース・区画  

※滞在スペース・区画欄には、避難する建物や部屋の名称および区画番号などを記入する 
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指定避難所一覧 
NO. 指定避難所 備考 

1 幌会館  

2 浜益スポーツセンター  

3 浜益中学校  

4 浜益コミュニティセンターきらり  

5 浜益支所  

6 旧浜益中学校  

7 浜益小学校  

8 摺鉢山会館  

9 石狩市浜益保養センター（浜益温泉）  

10 実田会館  

11 御料地会館  

12 毘砂別会館  

13 送毛会館  

14 厚田学園  

15 発足会館  

16 株式会社新厚商事 ※ 

17 聚富会館 ※ 

18 高岡ふれあい研修センター  

19 八幡コミュニティセンター  

20 石狩八幡小学校  

21 北生振ふれあい研修センター  

22 公民館美登位分館  

23 石狩小学校  

24 石狩中学校  

25 生振小学校  

26 花川小学校  

27 花川中学校  

28 双葉小学校  

29 花川北コミュニティセンター ※ 

30 学び交流センター星置養護学校石狩紅葉山分教室  

31 花川北中学校  

32 紅南小学校 ※ 

33 石狩翔陽高等学校  

34 緑苑台小学校  

35 樽川中学校 ※ 

36 南線小学校 ※ 

37 花川南小学校  

38 花川南コミュニティセンター  

39 石狩南高等学校  

40 花川南中学校  

備考欄に※が記載されている避難所は、「十分なスペースが確保できない避難所」に

分類し、間仕切り（パーテーションなど）を使用して避難スペースを確保する。 
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石狩市指定避難所運営マニュアル 

新型コロナウイルス感染症対策編 
 

 

沿 革 

 

令和 ２年 ８月１７日  初  版 

 

令和 ３年 ３月３１日  一部修正 

 

令和 ４年 ３月３１日  一部修正 

 

 


